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昭
和
馳
年
先
代
父
の
後
を
受
け
宮

司
就
任
調
年
目
、
気
が
つ
け
ば
鈍

才
の
馬
齢
を
重
絢
末
弟
の
禰
宜
も

“
才
と
な
り
、
退
任
の
お
許
し
を

蛾
き
ま
し
た
。
そ
の
上
当
社
で
初

ーﾛ

雲
弱
璽
蕃
冨
曇
蕪
暴

罫
副
慨
湿
些
②
冨
騒
撫
空
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昭
和
五
十
三
年
帰
市
い
ら
い
禰
宜
と
し
て
ご
奉
仕
、
こ
の
間
多
大
の
ご
指
導
を
賜
り
感
謝

申
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
兄
宮
司
勇
退
の
あ
と
を
う
け
、
責
任
役
員
の
具
申
を
撒
き
一
月
十
五
日
付
を

も
ち
ま
し
て
神
社
本
庁
よ
り
士
別
神
社
宮
司
の
亜
資
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
．
併
せ
て
上
士

別
・
多
寄
・
温
根
別
神
社
の
宮
司
に
加
え
、
新
た
に
中
士
別
神
社
の
兼
務
宮
司
の
同
意
も
戴

き
ご
奉
仕
申
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
神
明
の
ご
加
護
を
仰
ぎ
、
意
専
心
微

力
を
尽
し
、
緑
豊
か
な
鎮
守
の
杜
を
溌
持
し
、
御
神
徳
の
発
揚
に
最
善
を
尽
し
精
進
す
る
誓

い
を
新
た
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
嫌
に
は
前
宮
司
同
様
の
ご
厚
誼
と
一
隅
の
ご
鞭
槌
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
謎
ん
で

お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

雲
就
陸
画
遷
撰
拶

紳
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本
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公
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司に

ふ
り
に
宮
司
交
代

、
■
《
一
一
画
■
、

《

咋

》

■

《

訂

』

■

｛

一

尾

■

一

皐

再

■

と

】

詐

昨

》

奇

酬

醒

■

一

》

Ｐ

■

■

ユ

ゴ

ー

ー

■

酔

牙

》

■

弓

｛

■

一

五

一

虹

難
い
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
地
で
９
人
弟
妹
の
長
男
と

し
て
大
学
は
４
年
間
汽
車
通
学
、

２
年
次
の
昭
和
窮
年
夏
、
道
神
社

庁
直
階
識
習
を
経
て
ｎ
月
士
別
神

社
禰
宜
に
任
ぜ
ら
れ
“
年
目
、
両

親
が
積
立
て
た
奨
学
金
で
国
大
呼

修
科
明
階
取
得
、
認
年
帰
市
し
て

丁
度
、
年
に
な
り
ま
す
。
数
年
間

は
無
給
奉
仕
、
父
の
教
導
の
も
と

逸
早
く
つ
く
も
山
を
創
刊
し
た
り

新
し
い
祭
典
行
郡
を
始
め
た
り
無

我
夢
中
で
し
た
。
高
座
成
長
期
だ

っ
た
こ
と
も
幸
い
で
し
た
。

昭
和
顕
年
の
ご
創
祁
、
渦
年
か

ら
四
年
毎
の
記
念
事
業
社
頭
盤
術
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式
錘
人
祭
．
懐
貢
献
掘
鍔
別
間
年

か
ら
ｎ
周
年
ま
で
全
て
氏
子
市
民

内
外
崇
敬
街
の
鰭
志
で
賄
わ
れ
ま

し
た
。
特
に
平
成
皿
年
の
、
間
年

で
道
内
屈
指
の
延
七
三
川
平
方

米
の
参
集
殿
が
完
成
、
こ
の
時
は

３
億
３
千
余
万
円
、
上
別
始
ま
っ

て
以
来
の
ご
奉
献
、
皆
さ
ま
の
敬

神
の
至
誠
の
賜
で
実
現
し
た
所
で

あ
り
、
そ
の
時
々
の
役
員
関
係
者

の
ご
労
苦
に
唯
々
感
謝
の
ほ
か
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

平
成
幻
年
山
間
年
の
折
、
奇
し

く
も
神
職
身
分
特
級
の
栄
誉
と
亜

な
り
、
全
阿
か
ら
名
士
の
方
蛍
多

数
来
市
参
拝
賜
っ
た
こ
と
も
、
つ

い
先
日
の
よ
う
に
眼
に
浮
び
ま
す
。

兼
務
の
上
士
別
神
社
ご
改
修
、

湘
根
別
中
士
別
両
神
社
御
造
営
、

多
寄
神
社
後
任
宮
司
の
件
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
間
、
地
域
で
は
市
教
育
委

員
長
は
じ
め
公
職
等
、
更
に
は
思

い
も
か
け
ず
北
海
道
神
社
庁
長
神

社
本
庁
理
事
も
２
期
務
め
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。
翻
守
役
の
末
弟
元

係
禰
宜
が
後
継
宮
司
に
任
用
さ
れ

た
こ
と
、
誠
に
有
難
い
次
第
で
す
。

変
ら
な
い
ご
交
誼
ご
商
配
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

末
筆
乍
ら
皆
様
方
の
愈
々
御
隆

昌
を
ご
祈
念
申
上
げ
ま
す
。
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が
他
さ
れ
ま
し
た
．
発
起
人
代
炎

総
代
会
長
千
葉
道
夫
士
別
商
唾
会

議
所
会
頭
の
挨
拶
、
名
誉
総
代
牧

野
勇
司
士
別
市
長
か
ら
参
加
蒜
を

代
表
し
て
祝
辞
を
頂
き
、
記
念
品

州
晶
・
花
束
州
呈
を
受
け
佐
藤
元

保
新
宮
司
・
佐
藤
公
聴
鏑
誉
桝
叫

が
”
多
く
の
皆
様
の
お
蔭
“
と
謝

辞
、
前
会
長
田
苅
子
進
前
市
長
の

帝
頭
で
祝
宴
、
漉
志
者
ひ
ふ
み
会

金
井
恵
美
子
代
表
は
じ
め
十
数
人

雅
仕
、
”
九
十
九
山
桜
汗
噸
“
ほ

か
Ⅲ
本
郷
剛
が
披
露
さ
れ
、
黄
椛

役
貝
小
林
一
男
会
長
代
行
に
よ
る

繭
歳
三
唱
で
会
は
結
び
と
な
り
ま

し
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
の
祝
う

会
に
終
始
し
ま
し
た
。

な
お
禰
宜
に
は
佐
藤
忠
炎
上
士

別
神
社
禰
宜
が
本
務
と
な
り
、
今

後
宮
司
禰
宜
は
上
士
別
・
多
群
・

温
根
別
・
中
士
別
の
各
社
も
そ
れ

ぞ
れ
兼
務
し
ま
す
。

今
後
と
も
変
ら
ぬ
ご
協
力
の
ほ

ど
脈
に
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

蓉
号
逗
降
次
垂
通
芝
猛
毒
塞
議

を
賜
り
ま
し
た
。
神
明
の
嘉
賞

さ
れ
る
所
と
感
謝
申
上
げ
ま
す

金
３
刀
円
東
部
市
柵
原
澗
様

金
５
″
円
概
原
市
佐
藤
雌
化
・

ヨ
シ
ｆ
雛

我
が
父
の
歌
碑
に
識
い
し
北
国
の
遺
志
響
み
た
り
ふ
る
さ
と
士
別

札
幌
市
斉
藤
昌
淳
氏
長
女
斉
藤
道
子

秋
深
き
庭
に
た
上
ず
み
鳴
く
虫
の
か
ぼ
そ
き
声
に
母
を
偲
び
つ

士
別
神
社
総
代
会
長
田
苅
子
進
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に
眠
る
人
苔
む
す
洞
窟
冷
め
た
か
ろ
う
に

短
歌
を
楽
し
む
会
橋
本
宏

師
の
歌
碑
も
は
や
十
五
年
を
迎
え
た
り
九
十
九
の
山
に
カ
ツ
「
－
１
鴫
き
て

短
歌
を
楽
し
む
会
卯
城
え
み
子

突
然
に
つ
く
も
の
花
見
に
行
く
と
い
ふ
十
五
の
春
の
籾
ま
き
の
あ
と

士
別
短
歌
会
会
長
藤
原
幸
子

一
日
を
神
の
山
に
集
ま
り
て
思
い
恥
け
と
声
高
ら
か
に

上
士
別
町
佐
藤
恵
美

●
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短
歌
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